
「赤い羽根 子どもと家族の緊急支援 全国キャンペーン」群馬県の助成事業一覧 

１ 特定非営利活動法人 Annakaひだまりマルシェ （安中市） 

【事業内容】 

一斉休校など状況の急変による子育て世代のメンタルヘルス低下を懸

念し、その改善を図るためのコミュニケーション事業に取り組みます。 

①見守りを兼ねたお弁当の提供（６月は月６回、以降月２回） 

お弁当を渡すときのコミュニケーションを丁寧に行い、メンタル面

を支援。子育てサポーター自身のスキルアップも図ります。 

②オンラインコミュニケーション（月２回） 

 子育て家庭同士の交流の場をオンラインでセッティングします。 

 新たなコミュニケーション手段としての定着を図ります。  

助成金額 ３００，０００円 

【助成理由】 

中央共募助成金で始めたお弁当提供を、

回数等縮小しながらも継続し、子育て家

庭とつながり続けることで、新たな課題

の発掘と解決を試みる事業。助成趣旨に

合うものと考えます。 

 

２ 特定非営利活動法人 おたがいさま （玉村町） 

【事業内容】 

・従来からフードドライブ事業を行っていますが、今般の感染症流行の

影響で休業等生活困窮する人が増え、支援依頼が相次いでいます。 

・一斉休校の影響で余った食材の活用も求められるため、食材を適切に

ストックして生活困窮者に提供したいと考えています。食材提供の動

きは学校再開後も続く見込みで、また感染第２波にも備えます。 

・保管場所が町の東部で不足しており、そこを整備すれば、例えば子ど

もだけでも自力で支援を受けに来ることができるようになります。 

（保管のための冷凍冷蔵庫、保冷米びつ、コンテナケース購入） 

助成金額 ３００，０００円 

【助成理由】 

生活困窮者、ひとり親家庭の支援につい

て、町役場との連携も密で、適切に事業

を行っている。備品整備することで食材

活用と困窮者支援が効果的に実施され、

助成趣旨にも合うものと考えます。 

 

３ あつまれ前橋スポット （前橋市） 

【事業内容】 

子ども食堂、学習支援などを行ってきましたが、感染症流行の影響で通

常通りの実施が困難となっています。生活困窮となる方が増えているた

め再開したいのですが、公民館等利用できず調理できないため、弁当を

購入して配付しています。併せて寄付された食材等も配付。この活動を

夏まで継続させたいです。 

・弁当と食材を配付する際、コミュニケーションを図ります。 

・公民館の駐車場を借り、ドライブスルー形式で実施します。 

（月１回実施、１回につきボランティア 20 名、150 食配付、6～8 月） 

助成金額 ３００，０００円 

【助成理由】 

今までの子ども食堂活動の中で、多様な

ボランティアと若年層の親との交流が大

切と実感している様子。現在の事業も順

調に展開しており、子育て世代への継続

支援の必要性を見て取れる事業です。 

 

４ 特定非営利活動法人Mam`s Style （前橋市） 

【事業内容】 

感染症流行の影響で、生活困窮家庭が増えています。また、今までの居

場所交流ができなくなったことで心配事を抱えてしまう母親もいます。

できる限りの支援をしてきましたが、今回さらに広げていきます。 

①食品無料提供（週１回ペース） 

4 月から毎週平均 8 家庭を支援しています。今後さらに周知・拡大。 

②居場所活動の再開 

 屋外活動から再開しながら、オンライン交流も新たに組み入れ、今ま

での居場所の“空気感・安心感”を共有できるか検証していきます。  

助成金額 ３００，０００円 

【助成理由】 

古民家を活用しての居場所交流、その雰

囲気をオンラインで参加者とシェアする

方法を模索しており、その試行は今後の

さまざまな居場所のあり方を考えるうえ

で示唆に富むものになると考えます。 

 



 

５ 特定非営利活動法人 国際比較文化研究所 （安中市） 

【事業内容】 

一斉休校等の影響で“教育格差”が懸念されています。また親子の家庭

内ストレスもあり、子どもたちの精神バランスへの影響も心配です。 

4 月から以下の事業に取り組んでいます。 

①無料英会話教室 

②匿名参加できる LINE オープンチャットによる質問（全学年全教科） 

③Zoom による家庭学習見守り（先生付きで自宅勉強） 

地域の先生や学生によるボランティア活動です。 

学校再開後も主に②を継続実施します。 

助成金額 ３００，０００円 

【助成理由】 

一斉休校早々から教育格差とそれに伴う

子どもの成長への影響に着目して事業を

展開しています。教育という観点だけで

なく健全育成という点でも必要な事業

で、助成趣旨に合うものと考えます。 

 

６ 特定非営利活動法人 ターサ・エデュケーション （前橋市） 

【事業内容】 

不登校児向けのフリースクール事業を実施しています。一斉休校が始ま

っても、不登校児にとって大切な居場所として事業を継続していました

が、次第に高まる自粛ムードの中で来所する児童もボランティアも少な

くなったため、孤立を防いでつながり続ける必要性から、オンラインに

よるフリースクールを始めました。これを機に、不登校児と繋がる新た

な方法として定着させ、フリースクールに参加するハードルを下げる試

みとして展開できればと考えています。 

（ボランティアが授業で使用するペンタブレット等を購入）  

助成金額 ３００，０００円 

【助成理由】 

感染症流行の影響により学校運営のあり

方も見直されるなか、多様な学びの選択

肢は今後ますます重要となってくると思

います。フリースクールの充実は感染症

流行下で必要なことと考えます。 

 

７ ハレルワ （前橋市） 

【事業内容】 

今般の感染症流行の影響で、公共施設を借りて行ってきた LGBTQ当事

者の交流会が実施できなくなりました。セクシュアリティを隠さずに過

ごし悩みを話せる場がなくなることは、特に中高生など自己肯定感を育

む世代にはつらく、無理解な家庭で過ごすつらさとともに孤立を深めて

いきます。それを防ぐために、オンライン交流・相談支援を行います。 

①ビデオ通話によるオンライン交流会を定期実施 

②LINE など中高生が使いやすいツールでの相談支援の開始 

③他地域の支援団体とコロナ禍支援・その後の支援について情報共有 

助成金額 ３００，０００円 

【助成理由】 

セクシュアリティに気づき自己受容する

大切な過程を、一斉休校・交流自粛で長

期に支援できない状況は好ましくなく、

本人と家族の関係を改善するためにも、

早急に支援する必要があると考えます。 

 

８ 特定非営利活動法人 わんぱくひろば （伊勢崎市） 

【事業内容】 

放課後等デイサービスを運営しています。一斉休校で自宅待機を余儀

なくされましたが、当事業所に通う子どもたちは知的障害児が多く、自

宅で静かに過ごすことが難しいです。 

子どもたちの様子を電話等で聞き取りしたり、また職員の私物の機器

で取り急ぎ親子向けにオンライン支援を試みていたりしますが、設備が

十分でなく、子どもたちの様子を詳しく確認することができません。 

 今後の支援のあり方の模索、また感染第２波にも備えるべく機器整備

します。（タブレット、プロジェクター、ハンズフリーマイク、三脚） 

助成金額 ３００，０００円 

【助成理由】 

知的障害児（特に自閉症を伴う児童）を

多く支援している当事業所は、日々、SNS

を活用して親子交流を図ろうと努力なさ

っています。今回申請している物品はそ

の支援に欠かせないものと思います。 

 


